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熱水および冷湧水が支える生態系の多様性と広がりに関する研究
Geochemical study of diversity and distribution of ecosystem sustained by hydrothermal
and cold seep discharge fluids
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深海砂漠と称されるように、深海底はかつて砂漠のように生物のほとんどいない領域と考えられてきたが、熱水噴出
孔や冷湧水域の発見により、膨大な特徴的でそういった環境に固有な生物がそれらの場所で養われていることが明らかに
なって久しい。そういった環境では、生物は化学合成やメタン資化菌による微生物生産物によって支えられている。こ
れまで、特に熱水噴出孔では、噴出孔周辺に特に多量の生物がいることから噴出する熱水にのみ注目した研究が多かっ
たが、そういった一次エネルギー源以外のエネルギー源が供給されることで、熱水系や冷湧水系における生物相の多様
性や分布の広がりが、これまで予想されていたより遥かに多様で広いことが明らかになりつつある。本研究では、そう
いった点に注目し、深海で普通に見られる生物種や化学合成生物についてもその栄養源を安定同位体的手法で精査した
結果を報告する。
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